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開始6M 開始１Y

最も多い割合：著変なし
次に10-30%増加が多い
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過半数の施設が件数が増加
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過半数の施設が件数が増加



開始6M 開始１Y

最も多い割合：著変なし
次に10-30%減少が多い

最も多い割合：著変なし
次に10-30%増加した施設が増えた
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開始6M 開始１Y

最も多い割合：10-30%程度増えた
次に30%以上増えた

最も多い割合：30％以上増えた
次に10-30%程度増えた



開始6M 開始１Y

患者数の割合 患者数の割合

最も多い割合：80-100％
次に60-80％

最も多い割合：80-100％
次に60-80％



開始6M 開始１Y

最も多い割合：1−2歳下がった
次に著変なし
次に2−3歳下がった

最も多い割合：1−2歳下がった
次に著変なし
次に2−3歳下がった



最も多い割合：著変なし
次に30%以上減った
半数以上のクリニックで件数は減っている



最も多い割合：著変なし
次に30%以上減った
半数以上のクリニックで件数は減っている



最も多い割合：現状が妥当
次に年齢制限なし 44歳未満（凍結胚がある場合）



最も多い割合：回数制限なし
次に現状のまま



最も多い割合：6回
次に現状のまま 回数制限なし







最も多い割合：もう⾏っている
次に現時点では予定はないが今後⾏う可能性はある
過半数の施設がすでに社会的卵⼦凍結を⾏っているもしくは今後⾏う可能性がある



最も多い割合：慎重に⾏うべきである
次に全く⾏うべきではない


